
同志社生協
フードロス削減 PJ

SDGs　　　　　を達成するため わたしたちにできることは？（持続可能な開発目標）

実施内容：

閉店前の小鉢・デザート・コロッケ・ポテトを
半額で提供します

実施期間：6/7（月）～ 6/11（金）、6/14（月）～ 6/18（金）
対象店舗と時間帯：良心館食堂　18:15-18:30　　　　

紫苑館食堂　19:30-20:00　　　　

同志社生活協同組合

～ご注意ください～
●レジは間隔をあけてお待ちください

●売り切れはご容赦ください

・時間帯によりレジが通常より込み合うことが予想されます。
その点をご理解ご容赦いただき、間隔をあけて並んでお待ちいただくようお願い申し上げます。

・提供する小鉢、デザートの種類、数は日によって変わります。
ご希望の品がない場合もございますが売り切れ次第終了となります。追加調理はいたしません。

ご意見・ご感想はこちら



食堂で出していたメニューは閉店後どうなっているかご存じでしょうか？

一部翌日使用できるものは除いてすべて廃棄しています。

まだ食べることができるのにも関わらず、衛生管理上の問題や

品質保持ができないということで捨てざるを得ないという判断をしています。

概ね廃棄量としては同志社生協全体で 1 日 100ｋｇ以上です。

日本全体で見ても 1 年間で約 612 万トン（東京ドーム約 5 杯分）の

食品ロスが発生し多額のお金を使って廃棄物の処理を行っています。

また一方で、厚生労働省のデータでは、

こどもの７人に１人が深刻な貧困状態にあると言われています。

このような実態を踏まえて、同志社生協として一歩を踏み出し、

みなさんと一緒に考える機会として今回の企画を実施することとしました。

たくさんの組合員さんに、

限られた（休憩）時間の中で食べていただくことを考えると

現状のシステムをすぐに変更することは難しいですが

今回の取り組みの意図を知ってもらった上で

皆さんがどう受け止められたか ご意見をお寄せください。

同志社生活協同組合

今回の取り組みの意図
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